
よその国とあらそいごとがおこったとき、けっしてせんそうによって、相手をまかして、

じぶんのいいぶんをとおそうとしないということをきめたのです。おだやかにそうだんを

して、きまりをつけようというのです。なぜならば、いくさをしかけることは、けっきょ

く、じぶんの国をほろぼすようなはめになるからです。また、せんそうとまでゆかずと

も、国の力で、相手をおどすようなことは、いっさいしないことにきめたのです。これを

「せんそうのほうき」というのです。そうしてよその国となかよくして、世界中の国が、

よい友だちになってくれるようにすれば、日本の国は、さかえてゆけるのです。 

みなさん、あのおそろしい戦争が、二度とおこらないように、また戦争を二度とおこさな

いようにいたしましょう。 


